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 成果と重点  理事長　髙　橋　　信　

　うららかな春風の下、季節の花が咲きそろう
頃となりました。団員の皆様には、益々ご健勝
のこととお喜び申し上げます。
　はじめに、昨年度の成果の一部を報告させて
いただきます。
　目標の一つであった「新採用教職員の入団率
90％達成」が実現しました。財団理事、支部長

をはじめ各校長先生方、事務職員の方々から、新採用の方々に対し
て財団事業のメリットを具体的にお話いただいたお陰です。ありが
とうございました。
　また、一般財団法人移行に伴い公益目的支出計画として毎年実施
している、「新潟県民のための教育・文化活動助成事業」も順調に進
みました。
　完了報告書からは、「本年も地元日刊紙に特集が組まれ、年中行事
になってきました」、「NHK ホールで公演し全国に紹介できました。
念願の子ども用袴の新調が実現したことは大きな成果です」、「教材
や友達とのかかわりの中で、考えを練り上げる力が育っていると考
える」などの声が聞こえてきます。
　この事業が教育・文化活動の振興に役立っていることをうれしく

思っています。
　次に、今年度の重点についてです。
　主として、次の点を大切にしてまいります。
1　安定した財務基盤構築のための堅実な資産運用
　 　超低金利政策下での資産運用の在り方を一層慎重に検討すると

ともに、「財産管理運用規程の遵守」を大前提にした安全・安心な
新規債権の購入に努めます。
2　未入団教職員の加入促進に向けた取組の一層の充実
　 　団員の声の掲載を含めた分かりやすい入団リーフレットの作成

と新採用教職員配置校への早期配付を行います。
　　昨年度と同様に、入団率 90％を目指します。
3　社屋の竣工と新社屋での円滑な業務推進
 　 　社屋新築のコンセプトに適合した施工が進められるよう注視する

ことで竣工につなげます。その上で、新社屋入居に伴う事務の遅滞
などのないよう、万全の注意を払っていきます。また、「開かれた
社屋」となるよう、団員の皆様が新社屋会議室を利用される際の申
し込み方法等について、広報紙及び校長会訪問等で PR に努めます。

　今年度も団員の皆様への福利厚生事業の充実に向けて、役職員一
同尽力してまいりますので、よろしくお願いいたします。

新潟県の文化財シリーズ
　石船神社は、瀬波温泉・瀬波海水浴場の近くに位置しています。日本海東北自動車道「神林岩船港
IC」を降りてすぐのところです。
　石船神社は延喜式の磐舟郡八座の筆頭に記されていて、この地方に古くからある神社です。祭神は饒
速日命（にぎはやひのみこと）など四柱です。饒速日命は物部氏の祖先神で、1200年前に京都の貴船神
社の神々を合祀しました。この神社を明神様ともいう所以です。神社裏手の椿を主とする社叢は県の天
然記念物に指定されており、境内には芭蕉の句碑、磐船柵址の碑があります。

写真提供・文 　村上市立神納中学校長　篭島　洋　様
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　去る２月９日に｢平成27年度第３回理事会｣が開催され、平成28年度の事業計画および収支予算
が、慎重審議の結果、議決されましたのでお知らせいたします。

　世界の政治と経済の先行き不透明な状況が続いていますが、財団を取り巻く現況を踏まえ、「安定した財
務基盤構築のための堅実な資産運用」、「未入団教職員の加入促進に向けた取組の一層の充実」、そして「社
屋の竣工と新社屋での業務推進」の３点を今年度の課題とし、魅力ある財団づくりに努めてまいります。

１．具体的な施策
① 安定した財務基盤構築のため、今後も金利や為替

の影響を受けにくい「固定金利債」を中心として、

「できるだけ短期で」「クーポン利率が高く」「リ

スクのより少ない」債権の購入を進めることで、

安定した運用収益の確保に努めます。

② 昨年度と同様に、４月１日に合わせて「入団リー

フレット」を３月末までに新採用教職員配置校に

送付します。団員の声を紹介するなど工夫し、昨

年度 40％であった新採用教職員の４月時点での

入団率のアップに結びつけていきます。

③ 施工監理者や施工業者と月２回程度「定期打合会」

を実施し、安全で事故のない工事はもとより、社

屋新築のコンセプト（耐震性に優れ　近代的で　

使い勝手の良い　開かれた社屋）に適合した施工

が進められていくよう注視していきます。

２．中・長期的な展望
① 学校の統廃合や学級減による「新採用教職員数の

減少」に加え、これから数年間は「大量採用世代

教職員の退職」が続くことが想定されます。結果

として今後の現職団員数の減少は避けられず、厚

生資金積立金の収入減につながります。こうした

状況下においても安定的な財団運営を進めていく

には、現職団員の減少がどのように影響していく

かを、年度ごとに検証しながら評価や改善に取り

組んでいくことが求められます。一般財団法人へ

の移行に際して「事業内容の見直し」を行いまし

たが、「事務的経費の削減」も含めてこれからも

毎年度検証していきます。

② 県や市町村をはじめとして様々な助成がなくなっ

ている現状から、今後は当財団への新規助成申請

が増えていくものと想定しています。新潟県公益

認定等審議会に提出した「公益目的支出計画」に

そった確実な執行を今後も続けていくために、申

請書類の審査をより適正に行っていきます。

③ 平成 29 年４月に政令市（新潟市）に「教職員の

給与事務」の権限が委譲されることが決まってお

り、現在新潟県と新潟市の間で話し合いが進めら

れています。財団では、関係団体と情報交換連携

をとりながら、安定的な運営に向けた望ましい方

策を検討していきます。

◆◆◆ 平成28年度予算  収支グラフ◆◆◆

普通厚生費贈与
4,250万円（0.7%）

特別厚生費贈与
1億2,620万円（2.1%）

教育文化活動･事業振興費･
諸費等 8,182万円（1.3%）
管理費

1億9,787万円（3.2%）

普

特

教
諸
管

貸付金返済元金
19億7,600万円（32.3%）

厚生資金積立金
25億1,000万円（41.1%）

預金利息･債券等利金
3億9,044万円（6.4%）

保険事務取扱手数料
3,500万円（0.6%）

貸付金返済利子
1億1,135万円（1.8%）

新規貸付金
17億4,100万円（28.5%）

厚生資金積立金払戻金
25億9,000万円（42.4%）

収入総額 61億1,394万円
支出総額 61億1,189万円
収支差額 205万円

定期預金・債券等償還金
10億9,080万円（17.8%）

定期預金・債券等購入資金
12億8,250万円（21.0%）

予備費 5,000万円（0.8％）
収支差額　205万（0.03%）

平成28年度　事業計画と収支予算

雑収入等　35万円（0.006%）

厚生財団　広報 №１１4 2016. ４.1
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普通厚生費贈与率・貸付金利率一覧

　普通厚生費贈与率、貸付金利率ともに据え置きます。

　　　普　通　厚　生　費 年0.12％
　　　一 般 資 金 貸 付 金 年1.80％　（生活・自動車・結婚）
 年1.20％　（入学・学資・災害）
　　　住宅・宅地資金貸付金 年1.80％

継続団員連絡会の開催
　今年度の開催は以下のとおりです。ご案内は 7 月頃に送付いたします。

　多くの皆様のご参加をお待ちしております。

地　　区 開　催　日 会　　　　場

上越地区 9月  7 日（水） ホ テ ル ハ イ マ ー ト

中越地区 9月 15日（木） ホテルニューオータニ長岡

下越地区 9月 20日（火） ANAクラウンプラザホテル新潟

佐渡地区 9月 27日（火） 八　　　　 幡 　　　　 館

新社屋イメージ

　旧社屋の解体工事を終え、12月中旬から新社屋の建設工事が始まりました。
　平成 28年 7月頃の完成を目指し、順調に工事が進んでいます。

新新新新新新新新新新新新社社社社社社社社社社社屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋建建建建建建建建建建建設設設設設設設設設設設工工工工工工工工工工工事事事事事事事事事事事ががががががががががが始始始始始始始始始始始まままままままままままりりりりりりりりりりりままままままままままましししししししししししたたたたたたたたたたた！！！！！！！！！！！新新新新新新新新新新新新新新新新新新社社社社社社社社社社社社社社社社社社屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋建建建建建建建建建建建建建建建建建建設設設設設設設設設設設設設設設設設設工工工工工工工工工工工工工工工工工工事事事事事事事事事事事事事事事事事事がががががががががががががががががが始始始始始始始始始始始始始始始始始始ままままままままままままままままままりりりりりりりりりりりりりりりりりりままままままままままままままままままししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたた！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！新新社社屋屋建建設設工事事がが始始ままりりままししたた！新新新新新新新新社社社社屋屋屋屋屋建建建建建建建建設設設設設設設設設 事事事事事事事事事ががががが始始始始始始始始始ままままりりりりままままししししたたた

地鎮祭の様子

　平成27年度分の普通厚生費 (0.12％相当 ) を、年度末に積立金残高へ繰り入れました。
　繰入額は 4月分の「払込金・残高明細書」にてご確認ください。現職団員は団員マイページでも
ご覧いただけます。

普通厚生費の贈与について

2016. ４.1 厚生財団　広報 №１１4
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厚生財団　広報 №１１4 2016. ４.1

　ざいだん利用ガイド　ざいだん利用ガイド
福利厚 生 事 業

各種資金の貸付

総合健診・保険・その他

特別厚生費の贈与

○ 生 活 資 金 貸付 資金が必要なとき
○ 自 動 車 資 金 貸付  自動車の購入や車検、修理のとき
○ 結 婚 資 金 貸付 団員や子が結婚するとき
○ 入 学 資 金 貸付 団員や子が大学、専門学校、高校等に入学するとき
○ 学 　 資 　 金 貸付 団員や子が大学、専門学校、高校等に在学しているとき
○ 災 害 資 金 貸付 災害見舞金を受けた団員が資金を必要とするとき
○ 住宅・宅地資金 貸付 宅地や住宅の購入または新築、増改築、修理等のとき

○ 総合健診(人間ドック)等の受診料補助
　団員本人が総合健診(人間ドック)やオプション検査を受診したときに受診料補助をし
ます。ただし、他の団体・組合等の助成や補助と重複して受けることはできません。

○ 結 婚 祝 金　　団員が結婚したとき
○ 出 生 祝 金　　子が誕生したとき（妊娠12週以上で死産の場合は出産見舞金）
○ 就 学 祝 金　　子が小学校に入学したとき
○ 病 気 見舞金　　 入院10日以上または自宅療養30日以上のとき（継続団員は入院

10日以上の場合に限ります）
○ 香 げ 料　　家族等が死亡したとき
○ 弔 慰 金　　団員が死亡したとき
○ 災 害 見舞金　　居宅が火災や水害、地震、風雪害等により損害を受けたとき
○ 永年団員祝金　　在団期間10年、20年、25年、30年、35年、40年に達したとき
  該当の期間に達した翌年度に贈与します。また、平成８年度以前に入団し

た団員は、退団時に在団期間に応じて贈与します。

○ 子 の 養育費　　団員が職務のため死亡したとき

　厚生資金積立金をもとに、団員の皆様へ以下のような事業をしています。

　入団後６ヶ月以上経過した現職団員は、貸付事業を利用できます。（継続団員は積立金の範囲内で生活
資金のみ）厚生財団の貸付金は「手続き簡単」、「いつでも受付すぐ送金」という点が特徴です。

　慶弔の祝金や見舞金等を贈与します。事由発生日から３年以内にご請求ください。(平成26年３月31日
以前の事由は２年間が請求期間です)

詳細は厚生財団までお問い合わせください
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2016. ４.1 厚生財団　広報 №１１4

事  務  手  続  き

結婚等によりお名前を変更するとき
［提出書類］改姓・改名届

○ 保険事業
　三井生命の生命保険の団体取扱いができます。その他、教職員年金制度に加入できます。

○ その他
・希望者に教職員手帳またはダイアリーを贈与します。(継続団員は手帳を贈与します)
・広報「厚生財団」をお届けします。
・退職を祝う会に招待します。(25年以上在団した現職団員が、年度末に退団したとき)
・継続団員連絡会を開催します。

入団するとき

［提出書類］入団申込書
・初回の積み立ては入団月と翌月の2ケ月分です。

　以下の場合、現職団員は厚生財団に届出をお願いします。

　○書類受付日が入団日です。翌月から厚生資金積立金を毎月積み立てていただきます。

退職・退団するとき

［提出書類］厚生資金積立金払戻請求書（兼継続団員申込書）
［添付書類］健康保険証（写し）または運転免許証（写し）
・退職時に貸付金残高等がある場合は積立金から差し引いて清算します。
・加入資格を満たす場合、継続団員のお申込みも同時にできます。

　○お預かりしている積立金を全額払戻します。退職日までに書類を提出ください。

育児休業・病気休職・介護休暇に入るとき

［提出書類］厚生資金積立金中止届
［添付書類］届出者の辞令（写し）【介護休暇の場合は介護休暇願（写し）】
・期間を延長する場合は再度提出が必要です。

　○ 毎月の積立金の払い込みを中止します。お休みに入る前に届出ください。

・福利厚生事業の資金であるとともに、貸付金の担保にもなっています。
・ 毎年３月末に普通厚生費を繰入れ、退団時に全額お返しします。在団期間中の一部払戻しはできま
せん。

・ いつでも、いくらでも臨時の積立てが可能です。各所属にお送りしている厚生財団専用の振込用紙
をご利用ください。

・厚生財団ホームページから利用できる団員マイページではご自身の積立金残高を確認できます。

書式は厚生財団ホームページから取得できます
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監査法人による積立金・貸付金の残高確認
　調査対象に抽出された方々から回答にご協力いただき、監査法人による12月末・１月末分の残高

確認調査は無事に終了いたしました。御礼申し上げます。

ご入学おめでとうございます
就学祝金は請求されましたか？

団員のお子様が小学校に入学されたとき、就学祝金を贈与します。

夫婦で団員の場合は、ご両名から請求いただけます。請求期間は３年です。
請求事由は就学した年の４月１日付に発生します。

　年度の初めは就学祝金などの特別厚生費において、請求が集中するために送金事務が遅れ

る場合があります。ご不便をおかけいたしますが予めご了承願います。

①就学祝金請求書
②添付書類【学齢児童就学通知書（写し）または児童の健康保険証（写し）】
※ 請求書は厚生財団ホームページの書式集からダウンロードしてご利用ください。

提出書類

４月は全団員への送付月です。ご自身の積立金残高を目にする機会ですので、ハガ
キ（メールシーラー）が届いたら内容をご確認ください。
積立月額を３月分から変更しました
　皆様から回答いただいた積立金明細書にて、希望した団員は３月分から積立金の請求金額が

変更されています。（“記入間違い”や“給料月額を基にした規定額への修正”があり、希望してい

ない団員でも積立月額が変更されている場合があります。）

所属所、住所など表記の確認を
　年度替わりの所属異動や住所変更など、団員情報が正しく出力されていないときは、厚生財

団までご連絡をお願いします。

※５月以降の「払込金・残高明細書」について（現職団員）
　送付月以外では団員マイページより毎月ご覧いただけます。ハガキ形式の送付を希望する場合は、
団員マイページの「明細書送付設定」から変更手続きをお願いします。

４月分の「払込金・残高明細書」を
全団員に送付しました

就学祝金 （お子様おひとりにつき）２万円

厚生財団　広報 №１１4 ２０１６.４.１
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シリーズ新連載のお知らせ
　今号から“新潟県歴史シリーズ”の新し

い連載が始まります。新潟市立浜浦小学

校長 後藤 一雄 様による、シリーズ「資

料による越佐女性の歩み」です。ぜひご

覧ください。

ご入団の働きかけについて
　新年度に、新採用教職員の方々へ入団

に関するリーフレットを差し上げ、厚生

財団の役割やメリットについてご案内い

たしました。

　一人でも多くの教職員の皆様からご入

団いただくことが事業の一層の充実に繋

がるとして、今後も財団の良さをご理解

いただきながら、未入団者の入団促進に

取り組んでまいります。

　厚生財団は現在、社屋建替えに伴い仮事務所へ移転
しています。何かとご不便をおかけいたしますが、ご
理解とご協力をお願いします。
　なお、新社屋は平成28年７月竣工予定です。
仮事務所　所在地
　〒951-8116
　新潟市中央区東中通１-86-51 新潟東中通ビル５F

〇電話番号・FAX番号は変更ありません。
〇�郵便局の転送サービスを利用しますので、今までの住所や
　厚生財団専用封筒もご使用いただけます。

仮事務所移転のお知らせ

昭和大橋
方面
↓

↑
学校町
方面

萬代橋方面↓

NEXT
21
●

〒
新潟東中通
郵便局

日本
銀行
●

東中通

西堀通

三越
●

◎
新潟
市役所

白山
神社

新潟大
総合病院
新潟大
総合病院

●
Ｊ
Ａ
新
潟
ビ
ル

●
新潟東中通
郵便局

東中通

新社屋
建設地

仮事務所
新潟東中通ビル

５F

東中通一

拡大図

■各種払込金の照会をするには団員マイページ！
新潟県教職員厚生財団新潟県教職員厚生財団 検索検索 団員マイページにログイン後“払込残高明細書”をクリック

パスワードをお忘れの場合は厚生財団までご連絡ください。

２０１６.４.１	 厚生財団　広報	№１１4
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☆この広報紙は地球の緑を守るため、再生紙を使用しています。

 

女
性
の
記
述
が
乏
し
い
社
会
科
の
歴
史
教
科
書

　

か
つ
て
、
社
会
科
の
教
科
書
を
比
較
、
分
析
す
る
機
会

が
あ
っ
た
。
記
載
さ
れ
る
人
物
名
を
整
理
し
て
愕
然
と
し

た
覚
え
が
あ
る
。
例
え
ば
、
平
成
26
年
度
に
我
が
国
の
小

学
校
で
使
用
さ
れ
た
５
種
類
の
教
科
書
の
分
析
結
果
は
、

次
の
通
り
で
あ
る
。

　

① 　

教
科
書
の
本
文
を
は
じ
め
、
口
絵
や
掲
載
の
資
料
中
に
記
さ
れ
る

人
物
の
総
数
は
、
５
種
類
合
わ
せ
て
178
人
。
一
番
多
い
も
の
で
101

人
、
一
番
少
な
い
も
の
で
82
人
。

　

② 　

５
種
類
の
教
科
書
に
共
通
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
人
物
は
、
57

人
。
こ
の
内
、
42
人
は
小
学
校
学
習
指
導
要
領
に
明
示
さ
れ
る
人
物

で
記
載
が
必
須
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
以
外
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
人

物
は
15
人
。

　

③ 　

記
載
さ
れ
た
人
物
を
男
女
別
に
見
る
と
、
総
数
178
人
の
内
、
男
性

162
人
、
女
性
16
人
。
女
性
の
比
率
は
全
体
の
約
９
％
程
度
。
女
性
の

内
訳
は
、
学
習
指
導
要
領
に
明
示
さ
れ
る
卑
弥
呼
・
紫
式
部
・
清
少

納
言
の
３
人
、
及
び
５
種
類
共
通
に
記
載
さ
れ
る
北
条
政
子
・
津
田

梅
子
・
与
謝
野
晶
子
・
平
塚
雷
鳥
の
４
人
、
そ
の
他
９
人
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
同
じ
社
会
科
教
科
書
に
記
載
さ
れ
る
外
国
人
22
人

（
12
％
）
よ
り
も
少
な
い
。

　

な
お
こ
の
傾
向
は
、
中
学
校
社
会
科
の
歴
史
的
分
野
の

教
科
書
で
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
例
え
ば
、
本
県
で
多
く

使
用
さ
れ
る
Ｘ
社
の
場
合
、
記
載
人
物
総
数
389
人
、
こ
の

内
女
性
は
27
人
（
約
７
％
）
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
歴
史

教
科
書
で
女
性
の
記
述
が
い
か
に
少
な
い
か
が
分
か
る
。

　

そ
し
て
、
残
念
な
こ
と
に
、
新
潟
県
（
越
後
や
佐
渡
）

に
関
係
す
る
女
性
は
全
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

 

一
つ
の
史
料
と
の
出
会
い

　

古
文
書
史
料
を
紹
介
し
た
い
。
江
戸
時
代
後
期
の
文
化

８
年
（
一
八
一
一
）
閏
８
月
、
米
沢
藩
が
岩
船
郡
馬
下
村

（
現
村
上
市
）
に
住
む
神
職
の
山
城
守
に
対
し
て
、
玄
米
三

俵
を
下
賜
し
た
も
の
で
あ
る
。
米
沢
市
上
杉
博
物
館
が
所

蔵
す
る
「
上
杉
文
書
」
に
含
ま
れ
る
。

　

米
沢
藩
が
山
城
守
の
善
行
を
表
彰
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
理
由
が
本
文
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
冒
頭
部
分

を
読
み
下
し
て
み
よ
う
。

　
 　

右
は
岩
船
郡
板
貝
村
岩
穴
へ
無
宿
非
人
親
子
三
人
住
居
い
た
し
候

処
、
寛
政
十
一
年
中
、
夫
婦
横
死
、
其
の
砌
、
拾
壱
歳
の
娘
り
い
、
岩

穴
を
逃
げ
出
し
助
命
罷
り
在
り
候
処
、
実
子
三
人
こ
れ
あ
り
候
え
共
、

右
娘
貰
い
請
け
、
親
味
（
身
）
隔
て
無
く
養
育
い
た
し
…
（
以
下
略
）

　

い
わ
れ
の
な
い
不
当
な
差
別
を
受
け
た
無
宿
非
人
の
親

子
の
姿
が
記
さ
れ
る
。
本
文
３
行
目
を
拡
大
す
る
と
、
次

の
よ
う
に
娘
り
い
の
名
前
が
明
確
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

「
拾
壱
歳
之
娘
里
い
（
11
歳
の
娘
り
い
）
」

　

り
い
が
11
歳
の
と
き
に
、
両
親
は
変
死
を
と
げ
、
彼
女

は
そ
の
場
を
逃
げ
出
し
て
助
命
を
求
め
る
。
こ
の
窮
状
を

救
っ
た
の
が
神
職
山
城
守
で
あ
っ
た
。
実
子
同
様
に
り
い

を
育
て
、
史
料
後
段
で
は
、
り
い
を
伊
勢
参
宮
に
送
り
出

し
、
ま
た
、
新
保
村
へ
嫁
が
せ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
表
彰
史
料
は
、
幕
藩
体
制
の
庶
民
教
化
政

策
の
一
環
と
し
て
語
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
子
細
に
読
み

取
っ
て
い
く
と
、
力
強
く
生
き
抜
い
た
越
後
女
性
の
一
断

面
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

 

識
者
が
考
え
る
越
後
の
著
名
な
女
性
と
は

　

江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た
地
誌
書
に
『
越
後
名な

寄よ
せ

』
が

あ
る
。
同
書
は
寺
泊
の
医
師
丸
山
元
純
が
宝
暦
６
年

（
一
七
五
六
）
に
ま
と
め
た
も
の
。
全
31
巻
で
、
最
終
巻

「
人
倫
」
の
項
に
、
著
名
な
越
後
女
性
４
名
が
取
り
上
げ

ら
れ
る
。

　

①
鎌
倉
時
代
の
勇
婦
で
あ
る
板
額
、
②
鎌
倉
時
代
に
京

極
為
兼
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
『
玉
葉
和
歌
集
』
に
和
歌

が
見
え
る
寺
泊
の
遊
女
初
君
、
③
柏
崎
出
身
で
宮
中
に
仕

え
た
と
さ
れ
る
多
津
女
、
④
江
戸
時
代
の
孝
婦
と
し
て
名

高
い
尼
瀬
町
（
現
出
雲
崎
町
）
の
百
合
で
あ
る
。
特
に
、
百

合
に
つ
い
て
は
『
越
後
国
孝
婦
伝
』
を
引
用
す
る
な
ど
詳

細
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
②
の
初
君
を
『
吉
田

兼
右
筆
玉
葉
和
歌
集
』
な
ど
で
は
、「
初
若
」
と
記
す
。

な
ぜ
女
性
史
に
ひ
か
れ
る
の
か

後 

藤 

一 

雄
（
新
潟
市
立
浜
浦
小
学
校
長
）

 

資
料
に
よ
る
越
佐
女
性
の
歩
み 

新潟県歴史
シリーズ

第１回
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